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【凡 例】 

 

１．「交通事故」とは、道路交通法第２条第１項第１号に規定する道路において、車両等及び 

列車の交通によって起こされた事故で、人の死亡又は負傷を伴うもの（人身事故）をい

う。物損事故については計上していない。 

２．「自動車事故」とは、交通事故のうち、自動車及び軽自動車の交通によって起された事故 

をいう。 

３．「自動車事故」は、「事業用自動車」の事故と、「自家用自動車」の事故に分けられる。う

ち、「自家用自動車」とは、乗用車（バス、マイクロ、普通乗用車、軽乗用車）及び、貨 

物車（大型貨物、中型貨物、準中型貨物、普通貨物、軽貨物、トレーラー）を合わせたも

のをいう。 

４．「死亡」（「死者」）とは、交通事故によって、発生から 24 時間以内に亡くなった場合（人） 

をいう。 

５．「重傷」（「重傷者」）とは、交通事故によって負傷し、１ヶ月（30日）以上の治療を要す 

る場合（人）をいう。 

６．「軽傷」（「軽傷者」）とは、交通事故によって負傷し、１ヶ月（30日）未満の治療を要す 

る場合（人）をいう。 

７．「負傷」（「負傷者」）とは、「重傷」（「重傷者」）と「軽傷」（「軽傷者」）の合計をいう。 

８.「貨物自動車」の分類は道路交通法に基づくものとする。 

大型 ：車両総重量11トン以上、または最大積載量6.5トン以上 

中型 ：車両総重量7.5トン以上11トン未満、または最大積載量4.5トン以上6.5トン未満 

準中型：車両総重量3.5トン以上7.5トン未満、または最大積載量２トン以上4.5トン未満 

普通 ：車両総重量3.5トン未満、または最大積載量２トン未満 

軽  ：貨物自動車のうち、軽自動車であるもの
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１．事故全体の傾向 

１－１．交通事故全体の推移 

自動車に加え、二輪車や自転車等を含む「交通事故全体」と、「事業用自動車」の交通事故の

推移を、「交通事故件数」、「交通事故死者数」、「交通死亡事故件数」の３つを比較した。 

（１） 交通事故件数の推移 

令和６年中に全国で発生した交通事故全体の件数は290,895件であり、そのうち、事業

用自動車は22,623件であった。 

なお、事業用自動車については、「事業用自動車総合安全プラン2025（令和３年３月）」

において、令和７年までに人身事故件数を16,500件以下とする削減目標が示されている。 

 

〔図 1〕 交通事故件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：警察庁「交通統計」 

（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
 

〔表 1〕 交通事故件数の推移（件） 

 

 

 

 

 

 

 

出典：警察庁「交通統計」 

（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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（２） 交通事故死者数の推移 

令和６年中に全国で発生した交通事故全体における死者数は2,663人であり、そのうち、

事業用自動車での交通事故死者数は 286人となっている。 

なお、事業用自動車については、「事業用自動車総合安全プラン2025」において、令和

７年までに事業用自動車での死者数を225人以下とする削減目標が示されている。 

 

〔図 2〕 交通事故死者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：警察庁「交通統計」 

（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
 

〔表 2〕 交通事故死者数の推移（人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：警察庁「交通統計」 

（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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（３） 交通死亡事故件数の推移 

令和６年中に全国で発生した交通死亡事故全体の件数は 2,598件であり、前年と比べて

20件減少している。そのうち、事業用自動車は277件であり、前年と比べて14件増加して

いる。 

 

〔図 3〕 交通死亡事故件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：警察庁「交通統計」 

（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
 
 

〔表 3〕 交通死亡事故件数の推移（件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：警察庁「交通統計」 

（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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１－２．自動車事故件数の推移 

「事業用自動車」「自家用自動車（自家用のバス、乗用車及びトラックをいう。以下同じ）」及

び「自動車全体（事業用自動車と自家用自動車を合わせたものをいう。以下同じ）」について、

「交通事故件数」「交通事故死者数」「交通死亡事故件数」の３つを比較した。 

（１） 自動車事故件数の推移 

令和６年中に全国で発生した自動車全体の交通事故件数は 256,870件であり、そのうち、

自家用自動車は 234,247件、事業用自動車は 22,623件となっている。 

 

〔図 4〕 自動車事故件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：警察庁「交通統計」 

（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
 

 

〔表 4〕 自動車事故件数の推移（件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：警察庁「交通統計」 

（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
  

区分
年

H27 487,503 451,004 36,499

H28 454,379 421,043 33,336

H29 428,493 395,838 32,655

H30 389,961 359,143 30,818

R1 343,209 315,325 27,884

R2 275,999 254,128 21,871
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R6 256,870 234,247 22,623
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（２） 事業用自動車の業態別交通事故件数の推移 

事業用自動車の交通事故件数を業態別にみると、令和６年は前年と比べて貸切バス、

タクシー、トラックは減少、乗合バスは増加している。 

なお、事業用自動車については、「事業用自動車総合安全プラン2025」において、令和７

年までに、バスの事故件数を800件以下、タクシーの事故件数を6,600件以下、トラックの

事故件数を9,100件以下とする削減目標が示されている。 

 

〔図 5〕 事業用自動車の業態別交通事故件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
 

 
〔表 5〕 事業用自動車の業態別交通事故件数の推移（件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成29年以降、乗車定員11人未満であり路線定期運行を行う業態は、乗合バスとして計上している。 

（業態別の統計については、以下同様） 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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H27 1,772 1,443 317 12 14,902 19,825

H28 1,556 1,239 302 15 13,526 18,254
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（３） 走行距離 1億キロあたり自動車事故件数の推移 

走行距離あたりの自動車事故件数は、自動車全体、自家用自動車、事業用自動車のいず

れも減少傾向となっており、令和６年は前年より減少した。 

 

〔図 6〕 走行距離１億キロあたり自動車事故件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：警察庁「交通統計」 

（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

国土交通省「自動車輸送統計調査」 

 

 

〔表 6〕 走行距離と自動車事故件数の推移 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：警察庁「交通統計」 

（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

国土交通省「自動車輸送統計調査」 

  

区分

年 自動車全体 自家用 事業用 自動車全体 自家用 事業用

H27 487,503 451,004 36,499 7,137.1 6,332.5 804.7

H28 454,379 421,043 33,336 7,345.8 6,548.7 797.1

H29 428,493 395,838 32,655 7,354.2 6,560.7 793.5

H30 389,961 359,143 30,818 7,451.7 6,660.2 791.5

R1 343,209 315,325 27,884 7,506.4 6,716.3 790.1

R2 275,999 254,128 21,871 6,846.8 6,137.2 709.7

R3 271,410 249,383 22,027 6,563.5 5,844.5 719.0

R4 266,032 242,773 23,259 6,767.2 6,025.7 741.5
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（４） 走行距離 1億キロあたり事業用自動車の業態別交通事故件数の推移 

走行距離あたりの事業用自動車の交通事故件数は、令和６年は前年と比べて乗合バスと

タクシーが増加した。 

 

〔図 7〕 走行距離１億キロあたり事業用自動車の業態別交通事故件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：警察庁「交通統計」 

（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

国土交通省「自動車輸送統計調査」 

 

 

〔表 7〕 事業用自動車の業態別走行距離と交通事故件数の推移 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：警察庁「交通統計」 

（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

国土交通省「自動車輸送統計調査」  
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H27 1,772 1,443 317 12 14,902 19,825 487,503 45.5 31.8 13.8 105.4 653.7 7,137.1

H28 1,556 1,239 302 15 13,526 18,254 454,379 44.5 31.5 13.0 100.1 652.5 7,345.8

H29 1,498 1,217 276 5 13,171 17,986 428,493 43.9 31.3 12.6 96.7 652.8 7,354.2

H30 1,468 1,141 308 19 11,954 17,396 389,961 42.4 30.2 12.1 91.5 657.6 7,451.7

R1 1,282 1,040 234 8 10,996 15,606 343,209 42.4 30.3 12.1 85.1 662.5 7,506.4

R2 912 813 95 4 7,459 13,500 275,999 32.2 26.6 5.6 55.5 622.0 6,846.8

R3 875 780 92 3 7,121 14,031 271,410 27.7 23.1 4.6 47.5 643.8 6,563.5

R4 928 803 118 7 7,948 14,383 266,032 31.9 25.2 6.7 55.5 654.1 6,767.2

R5 986 778 206 2 8,447 14,173 272,108 35.5 26.3 9.3 58.2 658.5 6,911.3

R6 1,027 860 163 4 8,056 13,540 256,870 35.8 26.3 9.5 55.2 636.3 6,881.2
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8 

１－３．自動車事故死者数の推移 

（１） 自動車事故死者数の推移 

令和６年中に全国で発生した自動車全体の交通事故死者数は2,038人である。そのうち、

事業用自動車は286人であり、令和６年は前年より15人増加している。 

 

〔図 8〕 自動車事故死者数の推移 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：警察庁「交通統計」 

（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
 

 

〔表 8〕 自動車事故死者数の推移（人） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：警察庁「交通統計」 

（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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（２） 事業用自動車の業態別交通事故死者数の推移 

事業用自動車の交通事故死者数を業態別にみると、トラックが大半を占めている。令和

６年は前年と比べて、乗合バス、貸切バス、タクシーが増加している。貸切バスは、軽井

沢スキーバス事故があった平成28年に増加したものの、近年は横ばいとなっている。タク

シーは令和４年から増加傾向にあり、令和６年は前年と比べて11人増加した。 

なお、事業用自動車については、「事業用自動車総合安全プラン2025」において、令和

７年までに、バスの交通事故死者数を10人以下、タクシーの交通事故死者数を25人以下、

トラックの交通事故死者数を190人以下とする削減目標が示されている。 

 

〔図 9〕 事業用自動車の業態別交通事故死者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：警察庁「交通統計」 

（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
 

 

 

〔表 9〕 事業用自動車の業態別交通事故死者数の推移（人） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：警察庁「交通統計」 

（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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（３） 走行距離 1億キロあたり自動車事故死者数の推移 

走行距離あたりの自動車事故死者数は、自動車全体と自家用は近年横ばいとなっている

が、事業用は令和４年より増加傾向となっている。 

 

〔図 10〕 走行距離１億キロあたり自動車事故死者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：警察庁「交通統計」 

（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

国土交通省「自動車輸送統計調査」 

 

 

〔表 10〕 自動車事故死者数と走行距離の推移 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：警察庁「交通統計」 

（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

国土交通省「自動車輸送統計調査」 
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（４） 走行距離 1億キロあたり事業用自動車の業態別交通事故死者数の推移 

走行距離あたりの事業用自動車の業態別交通事故死者数は、令和６年は前年と比べて、

全ての業態で増加しており、特にタクシーは近年増加傾向となっている。なお、貸切バス

が増加している平成28年は、軽井沢スキーバス事故の影響によるものである。 

 

〔図 11〕 走行距離１億キロあたり事業用自動車の業態別交通事故死者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：警察庁「交通統計」 

（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

国土交通省「自動車輸送統計調査」 

 

〔表 11〕 事業用自動車の業態別交通事故死者数と走行距離の推移 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：警察庁「交通統計」 

（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

国土交通省「自動車輸送統計調査」 
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（５） 事業用自動車の業態別交通事故死者数と30日以内死者数 

死者数に対する30日以内死者数（交通事故によって、発生から30日以内に亡くなった人

数）の増加率は、バスが9.1％、タクシーが19.1％、トラックが12.7％となっている。 

 

〔図 12〕 事業用自動車の業態別交通事故死者数と 30日以内死者数（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

 

〔表 12〕事業用自動車の業態別交通事故死者数（人）と 30日以内死者数（人）（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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１－４．自動車死亡事故件数の推移 

（１） 自動車死亡事故件数の推移 

令和６年中に全国で発生した自動車全体の交通死亡事故件数は 1,977件であり、そのう

ち、自家用自動車は 1,700件、事業用自動車は 277件となっている。 

 

〔図 13〕 自動車死亡事故件数の推移 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：警察庁「交通統計」 

（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
 

〔表 13〕 自動車死亡事故件数の推移（件） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：警察庁「交通統計」 

（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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（２） 事業用自動車の業態別交通死亡事故件数の推移 

事業用自動車の交通死亡事故件数を業態別にみると、トラックが大半を占めている。令和

６年は前年と比べてトラックは減少し、乗合バス、貸切バス、タクシーは増加している。タクシ

ーは11件増加しており、近年増加傾向にある。 

 

〔図 14〕 事業用自動車の業態別交通死亡事故件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：警察庁「交通統計」 

（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

〔表 14〕 事業用自動車の業態別交通死亡事故件数の推移（件） 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：警察庁「交通統計」 

（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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（３） 走行距離 1億キロあたり自動車死亡事故件数の推移 

走行距離あたりの自動車死亡事故件数は近年横ばいとなっているが、事業用は増加傾向

となっている。 

 

〔図 15〕 走行距離１億キロあたり自動車死亡事故件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：警察庁「交通統計」 

（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

国土交通省「自動車輸送統計調査」 

 

 

〔表 15〕 自動車死亡事故件数と走行距離の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：警察庁「交通統計」 

（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

国土交通省「自動車輸送統計調査」 
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（４） 走行距離 1億キロあたり事業用自動車の業態別交通死亡事故件数の推移 

走行距離あたりの事業用自動車の交通死亡事故件数は、令和６年は前年と比べて、トラ

ックは横ばい、乗合バス、貸切バス、タクシーは増加している。タクシーは令和４年から

増加に転じ、大幅な増加傾向にある。 

 
〔図 16〕 走行距離１億キロあたり事業用自動車の業態別交通死亡事故件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：警察庁「交通統計」 

（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

国土交通省「自動車輸送統計調査」 

 

〔表 16〕 事業用自動車の業態別走行距離と交通死亡事故件数の推移 

  

 

 

 

 

 

 

出典：警察庁「交通統計」 

（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

国土交通省「自動車輸送統計調査」 
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１－５．飲酒運転による事業用自動車の交通事故の推移 

飲酒運転による事業用自動車の交通事故は、令和５年に増加したが令和６年は減少した。

なお、令和６年はトラックが 35 件、タクシーが２件となっている。 

 

〔図 17〕 飲酒運転による事業用自動車の交通事故件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
 

〔表 17〕 業態別飲酒運転による交通事故件数の推移（件） 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

〔表 18〕  業態別飲酒運転による交通死亡事故件数の推移（件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」  

区分

乗合 貸切 その他

H27 0 0 0 0 4 49 53

H28 0 0 0 0 6 48 54

H29 0 0 0 0 4 41 45

H30 0 0 0 0 6 34 40

R1 0 0 0 0 8 48 56

R2 0 0 0 0 0 36 36

R3 0 0 0 0 3 32 35

R4 0 0 0 0 3 34 37

R5 0 0 0 0 3 45 48

R6 0 0 0 0 2 35 37

合計

交通事故件数

バス トラック年 タクシー

事業用トラック

区分

乗合 貸切 その他

H27 0 0 0 0 0 5 5

H28 0 0 0 0 0 1 1

H29 0 0 0 0 0 4 4

H30 0 0 0 0 0 2 2

R1 0 0 0 0 0 6 6

R2 0 0 0 0 0 4 4

R3 0 0 0 0 0 4 4

R4 0 0 0 0 0 0 0

R5 0 0 0 0 0 0 0

R6 0 0 0 0 0 2 2

バス

交通死亡事故件数

合計年 タクシー トラック

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
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１－６．業態別運転者年齢層別の交通事故 
 

（１） 業態別運転者年齢層別交通事故件数 

交通事故第１当事者の年齢分布を業態別にみると、バスとトラックは50代が高く同様の

傾向となっており、タクシーは60歳以上の比較的高齢側に分布している。 

 

〔図 18〕 業態別運転者年齢層別交通事故件数（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

〔表 19〕 業態別運転者年齢層別交通事故件数（件）（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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0

500
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2,000

2,500

0
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400
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20歳未満 20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55～59 60～64 65～69 70～74 75歳以上

乗合バス 貸切バス バス合計 タクシー トラック
（乗合バス事故件数）

（貸切バス事故件数）

（バス合計事故件数）

（タクシー事故件数）

（トラック事故件数）

20歳未満 20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55～59 60～64 65～69 70～74 75歳以上 合計

0 14 35 38 50 61 107 134 206 142 53 18 2 860

0 1 4 2 4 9 13 23 32 33 22 11 9 163

0 0 0 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0 4

0 15 39 40 54 70 120 159 240 175 75 29 11 1,027

0 110 194 163 176 239 397 666 886 1,104 1,096 1,339 975 7,345

0 2 4 6 8 11 19 51 48 97 90 134 119 589

0 6 13 10 11 9 10 15 15 8 12 8 5 122

0 118 211 179 195 259 426 732 949 1,209 1,198 1,481 1,099 8,056

0 62 194 190 216 320 517 691 734 481 216 96 40 3,757

0 73 120 109 139 172 271 404 403 326 168 96 40 2,321

27 153 182 143 137 176 209 323 283 208 118 68 28 2,055

6 41 60 35 26 24 48 65 72 50 32 18 9 486

96 678 740 458 376 372 408 461 417 322 255 196 142 4,921
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(0)

1,007

(12)

1,296

(35)

935

(42)

894

(48)

1,064

(65)

1,453

(118)

1,944

(144)

1,909

(132)
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（２） 業態別事故類型別事故第1当事者平均年齢 

事故第１当事者の平均年齢と運転者全体の平均年齢及び事故有運転者の平均年齢を比較

すると、バスとトラックは事故有運転者の平均年齢は運転者全体の平均年齢より２歳ほど

低く、タクシーは事故有運転手の平均年齢は運転者全体の平均年齢より１歳ほど高い。事

故類型別でみると、バスは右折時衝突事故において、事故有運転者の平均年齢より高い年

齢になっている。タクシーは事故類型を問わず、事故有運転者の平均年齢とほぼ同水準と

なっている。トラックは事故類型を問わず、事故有運転者の平均年齢より低い年齢となっ

ている。 

 

〔図 19〕業態別事故類型別事故第 1当事者の運転者平均年齢（車両との事故）(令和６年） 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜バス＞             ＜タクシー＞            ＜トラック＞ 
 

※（ ）内は事故件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※事故第１当事者の運転者の平均年齢は、年齢層毎の年齢の加重平均により算出 

※上記事故類型は「車両との事故」の事故類型から事故件数の多い3つを抽出 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

厚生労働省「令和６年賃金構造基本統計調査（全国）」 

 

  

業態 バス タクシー トラック

平均年齢

(運転者全体)
55.0 60.2 49.8 　←「賃金構造基本統計調査」より

平均年齢

（事故あり）
53.1 61.4 47.6

52.7 
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54.2 

61.3 61.1 61.3 

46.6 
46.0 

46.8 

40.0

45.0

50.0

55.0

60.0

65.0

（歳） ・・・・・平均年齢（運転者全体 ） ・・・・・平均年齢（事故有）
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１－７．業態別危険認知速度別の交通事故 

（１） 業態別危険認知速度別交通事故件数 

業態別の危険認知速度別交通事故件数をみると、いずれの業態も10km/h以下が最も多く、

乗合バスとタクシーは全件数の約半数を占めている。 

 

〔表 20〕 業態別危険認知速度別交通事故件数（件）（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

〔図 20〕 業態別危険認知速度別交通事故件数の構成比（％）（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

  

区分

乗合 貸切 その他

10km/h以下 479 416 62 1 3,919 4,876 9,753

20km/h以下 201 169 31 1 2,049 2,523 4,974

30km/h以下 154 135 18 1 959 1,526 2,793

40km/h以下 120 98 22 0 613 1,691 2,544

50km/h以下 39 27 12 0 298 1,320 1,696

60km/h以下 15 7 7 1 139 791 960

70km/h以下 6 4 2 0 29 264 305

80km/h以下 5 0 5 0 11 312 333

90km/h以下 2 0 2 0 3 132 139

100km/h以下 3 1 2 0 6 41 53

120km/h以下 0 0 0 0 3 8 11

120km/h超 0 0 0 0 1 0 1

不明 3 3 0 0 26 56 88

合計 1,027 860 163 4 8,056 13,540 22,623

速度 バス タクシー トラック 合計

交通事故件数

48.4

19.7

15.7

11.4

3.1

0.8

0.5

0.0

0.0
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0.0

0.0

0.3
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0.0

0.0

0.0
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60km/h以下

70km/h以下

80km/h以下

90km/h以下

100km/h以下

120km/h以下

120km/h超

不明

構成比（%）

乗合バス

貸切バス

タクシー
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（２） 業態別危険認知速度別交通死亡事故件数 

業態別危険認知速度別交通死亡事故件数をみると、業態別では、バスは0km/h～10km/h

以下、タクシーは30km/h～40km/h以下、トラックは10km/h～20km/h以下が最も多くなっ

ている。 

 

〔表 21〕 業態別危険認知速度別交通死亡事故件数（件）（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

〔図 21〕 業態別危険認知速度別交通死亡事故件数の構成比（％）（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」  

区分

乗合 貸切 その他

10km/h以下 4 2 2 0 6 28 38

20km/h以下 3 2 1 0 4 36 43

30km/h以下 1 1 0 0 5 12 18

40km/h以下 2 1 1 0 8 17 27

50km/h以下 1 1 0 0 7 29 37

60km/h以下 0 0 0 0 4 35 39

70km/h以下 0 0 0 0 4 14 18

80km/h以下 0 0 0 0 5 28 33

90km/h以下 0 0 0 0 1 7 8

100km/h以下 0 0 0 0 1 5 6

120km/h以下 0 0 0 0 1 2 3

120km/h超 0 0 0 0 1 0 1

不明 0 0 0 0 0 6 6

合計 11 7 4 0 47 219 277

速度 バス タクシー トラック 合計

交通死亡事故件数
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１－８．業態別時間帯別の交通事故 

（１） 業態別時間帯別交通事故件数 

業態別の時間帯別交通事故件数をみると、乗合バスは10時～11時台、貸切バスは12時～

13時台、タクシーは18時～19時台、トラックは８時～９時台が最も多い。 

 

〔図 22〕 業態別時間帯別交通事故件数（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

〔表 22〕 業態別時間帯別交通事故件数（件）（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

  

0～2 2～4 4～6 6～8 8～10 10～12 12～14 14～16 16～18 18～20 20～22 22～24 合計

2 0 6 67 107 144 129 108 133 119 28 17 860

0 2 0 14 24 17 28 26 24 22 4 2 163

0 0 0 0 0 1 0 2 1 0 0 0 4

2 2 6 81 131 162 157 136 158 141 32 19 1,027

543 335 227 333 772 683 724 659 766 904 732 667 7,345

54 29 13 30 60 58 45 53 56 62 67 62 589

3 0 0 7 25 18 17 13 17 15 3 4 122

600 364 240 370 857 759 786 725 839 981 802 733 8,056

93 104 211 397 626 577 488 446 332 230 148 105 3,757

69 76 135 292 434 356 272 231 202 114 69 71 2,321

53 42 72 212 412 384 295 233 172 98 47 35 2,055

3 4 8 36 90 94 69 68 59 40 9 6 486

57 34 78 346 678 769 603 637 651 665 318 85 4,921

275 260 504 1,283 2,240 2,180 1,727 1,615 1,416 1,147 591 302 13,540

877 626 750 1,734 3,228 3,101 2,670 2,476 2,413 2,269 1,425 1,054 22,623

　　　　　　時間帯

区分
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貸切
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小計

軽
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（２） 業態別時間帯別交通死亡事故件数 

業態別の時間帯別交通死亡事故件数をみると、乗合バスは10時～11時台と18時～19時台、

貸切バスは14時～15時台、タクシーは０時～１時台、トラックは４時～５時台が最も多い。 

 

〔図 23〕 業態別時間帯別交通死亡事故件数（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

〔表 23〕 業態別時間帯別交通死亡事故件数（件）（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」  

0～2 2～4 4～6 6～8 8～10 10～12 12～14 14～16 16～18 18～20 20～22 22～24 合計

0 0 0 0 1 2 0 0 0 2 1 1 7

0 0 0 1 0 0 1 2 0 0 0 0 4

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 1 1 2 1 2 0 2 1 1 11

12 6 4 2 1 1 2 1 0 4 3 5 41

1 0 0 0 1 2 2 0 0 0 0 0 6

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

13 6 4 2 2 3 4 1 0 4 3 5 47

5 18 16 14 17 12 8 10 3 4 12 3 122

4 9 6 2 2 2 3 5 3 1 3 7 47

5 0 7 4 3 1 0 1 1 2 0 0 24

1 2 1 0 1 0 0 0 1 1 0 0 7

1 0 1 1 1 2 0 1 1 5 5 1 19

16 29 31 21 24 17 11 17 9 13 20 11 219

29 35 35 24 27 22 16 20 9 19 24 17 277

　　　　　 　時間帯
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１－９．交通事故に関わる営業所の位置（都道府県）別の交通事故件数 

（１） 交通事故に関わる営業所の位置（都道府県）別の交通事故件数 

 

〔表 24〕 交通事故に関わる営業所の位置（都道府県）別の交通事故件数（件）（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」  

北海道 46 (8) 32 (9) 14 (4) 0 (4) 435 (5) 378 (10) 859 (9)

青森県 2 (43) 1 (44) 1 (23) 0 (4) 44 (18) 56 (37) 102 (33)

岩手県 3 (40) 2 (40) 1 (23) 0 (4) 19 (34) 34 (42) 56 (42)

宮城県 10 (17) 8 (17) 2 (16) 0 (4) 99 (14) 130 (18) 239 (16)

秋田県 5 (32) 4 (31) 1 (23) 0 (4) 10 (43) 30 (45) 45 (45)

山形県 3 (40) 3 (38) 0 (37) 0 (4) 14 (40) 41 (40) 58 (41)

福島県 6 (30) 6 (23) 0 (37) 0 (4) 19 (34) 113 (24) 138 (28)

茨城県 12 (14) 8 (17) 3 (12) 1 (2) 34 (25) 295 (11) 341 (13)

栃木県 7 (26) 6 (23) 1 (23) 0 (4) 23 (32) 133 (17) 163 (21)

群馬県 11 (15) 9 (15) 2 (16) 0 (4) 43 (19) 272 (12) 326 (14)

埼玉県 34 (10) 26 (10) 8 (7) 0 (4) 239 (8) 1,277 (3) 1,550 (4)

千葉県 66 (6) 50 (7) 16 (3) 0 (4) 226 (9) 720 (6) 1,012 (8)

東京都 171 (1) 151 (1) 18 (2) 2 (1) 2,306 (1) 1,429 (2) 3,906 (1)

神奈川県 122 (2) 110 (2) 11 (6) 1 (2) 652 (4) 1,193 (4) 1,967 (3)

新潟県 6 (30) 5 (27) 1 (23) 0 (4) 41 (20) 87 (26) 134 (29)

富山県 5 (32) 5 (27) 0 (37) 0 (4) 13 (41) 67 (33) 85 (38)

石川県 10 (17) 9 (15) 1 (23) 0 (4) 28 (29) 77 (29) 115 (32)

福井県 1 (45) 0 (45) 1 (23) 0 (4) 6 (46) 39 (41) 46 (44)

山梨県 5 (32) 4 (31) 1 (23) 0 (4) 18 (37) 74 (30) 97 (35)

長野県 7 (26) 4 (31) 3 (12) 0 (4) 38 (22) 124 (21) 169 (19)

岐阜県 9 (19) 7 (21) 2 (16) 0 (4) 12 (42) 120 (22) 141 (27)

静岡県 23 (11) 18 (12) 5 (9) 0 (4) 177 (11) 557 (9) 757 (10)

愛知県 59 (7) 53 (6) 6 (8) 0 (4) 401 (6) 1,015 (5) 1,475 (5)

三重県 4 (35) 2 (40) 2 (16) 0 (4) 17 (39) 154 (16) 175 (18)

滋賀県 8 (20) 8 (17) 0 (37) 0 (4) 28 (29) 114 (23) 150 (25)

京都府 67 (5) 66 (3) 1 (23) 0 (4) 178 (10) 253 (13) 498 (11)

大阪府 77 (3) 56 (5) 21 (1) 0 (4) 1,072 (2) 1,717 (1) 2,866 (2)

兵庫県 68 (4) 64 (4) 4 (10) 0 (4) 339 (7) 638 (8) 1,045 (7)

奈良県 3 (40) 2 (40) 1 (23) 0 (4) 28 (29) 126 (19) 157 (23)

和歌山県 4 (35) 3 (38) 1 (23) 0 (4) 10 (43) 64 (34) 78 (40)

鳥取県 2 (43) 2 (40) 0 (37) 0 (4) 5 (47) 24 (46) 31 (46)

島根県 0 (46) 0 (45) 0 (37) 0 (4) 7 (45) 14 (47) 21 (47)

岡山県 7 (26) 5 (27) 2 (16) 0 (4) 52 (17) 231 (14) 290 (15)

広島県 22 (12) 19 (11) 3 (12) 0 (4) 135 (13) 192 (15) 349 (12)

山口県 8 (20) 6 (23) 2 (16) 0 (4) 34 (25) 44 (39) 86 (36)

徳島県 4 (35) 4 (31) 0 (37) 0 (4) 18 (37) 60 (36) 82 (39)

香川県 8 (20) 5 (27) 3 (12) 0 (4) 34 (25) 125 (20) 167 (20)

愛媛県 4 (35) 4 (31) 0 (37) 0 (4) 35 (24) 85 (27) 124 (30)

高知県 0 (46) 0 (45) 0 (37) 0 (4) 19 (34) 33 (43) 52 (43)

福岡県 46 (8) 34 (8) 12 (5) 0 (4) 670 (3) 685 (7) 1,401 (6)

佐賀県 4 (35) 4 (31) 0 (37) 0 (4) 22 (33) 74 (30) 100 (34)

長崎県 17 (13) 15 (13) 2 (16) 0 (4) 71 (15) 64 (34) 152 (24)

熊本県 8 (20) 8 (17) 0 (37) 0 (4) 65 (16) 85 (27) 158 (22)

大分県 8 (20) 4 (31) 4 (10) 0 (4) 29 (28) 49 (38) 86 (36)

宮崎県 8 (20) 7 (21) 1 (23) 0 (4) 39 (21) 71 (32) 118 (31)

鹿児島県 11 (15) 10 (14) 1 (23) 0 (4) 38 (22) 93 (25) 142 (26)

沖縄県 7 (26) 6 (23) 1 (23) 0 (4) 157 (12) 32 (44) 196 (17)

計 1,027 860 163 4 8,056 13,540 22,623

注１：数値横のカッコ内は順位

注２：都道府県合計には、不明を含む

　　　 　 　区分

都道府県

バス タクシー トラック 合計
乗合 貸切 その他
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（２） 交通事故に関わる営業所の位置（都道府県）別の交通死亡事故件数 

 

〔表 25〕交通事故に関わる営業所の位置（都道府県）別の交通死亡事故件数（件）（令和６年） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

北海道 1 (3) 0 (8) 1 (1) 0 (1) 4 (3) 6 (12) 11 (7)

青森県 0 (10) 0 (8) 0 (5) 0 (1) 0 (22) 4 (20) 4 (22)

岩手県 0 (10) 0 (8) 0 (5) 0 (1) 0 (22) 0 (41) 0 (42)

宮城県 1 (3) 0 (8) 1 (1) 0 (1) 1 (11) 7 (8) 9 (10)

秋田県 1 (3) 1 (1) 0 (5) 0 (1) 0 (22) 1 (35) 2 (29)

山形県 0 (10) 0 (8) 0 (5) 0 (1) 0 (22) 0 (41) 0 (42)

福島県 1 (3) 1 (1) 0 (5) 0 (1) 0 (22) 4 (20) 5 (18)

茨城県 2 (1) 1 (1) 1 (1) 0 (1) 0 (22) 5 (14) 7 (13)

栃木県 0 (10) 0 (8) 0 (5) 0 (1) 1 (11) 2 (24) 3 (24)

群馬県 0 (10) 0 (8) 0 (5) 0 (1) 0 (22) 5 (14) 5 (18)

埼玉県 0 (10) 0 (8) 0 (5) 0 (1) 0 (22) 20 (2) 20 (3)

千葉県 1 (3) 1 (1) 0 (5) 0 (1) 2 (6) 13 (5) 16 (6)

東京都 0 (10) 0 (8) 0 (5) 0 (1) 9 (1) 12 (6) 21 (2)

神奈川県 1 (3) 1 (1) 0 (5) 0 (1) 1 (11) 22 (1) 24 (1)

新潟県 0 (10) 0 (8) 0 (5) 0 (1) 0 (22) 2 (24) 2 (29)

富山県 0 (10) 0 (8) 0 (5) 0 (1) 0 (22) 1 (35) 1 (41)

石川県 0 (10) 0 (8) 0 (5) 0 (1) 0 (22) 5 (14) 5 (18)

福井県 0 (10) 0 (8) 0 (5) 0 (1) 0 (22) 2 (24) 2 (29)

山梨県 0 (10) 0 (8) 0 (5) 0 (1) 0 (22) 2 (24) 2 (29)

長野県 0 (10) 0 (8) 0 (5) 0 (1) 0 (22) 2 (24) 2 (29)

岐阜県 0 (10) 0 (8) 0 (5) 0 (1) 0 (22) 7 (8) 7 (13)

静岡県 0 (10) 0 (8) 0 (5) 0 (1) 1 (11) 7 (8) 8 (11)

愛知県 0 (10) 0 (8) 0 (5) 0 (1) 2 (6) 9 (7) 11 (7)

三重県 0 (10) 0 (8) 0 (5) 0 (1) 0 (22) 5 (14) 5 (18)

滋賀県 0 (10) 0 (8) 0 (5) 0 (1) 0 (22) 0 (41) 0 (42)

京都府 0 (10) 0 (8) 0 (5) 0 (1) 1 (11) 5 (14) 6 (15)

大阪府 0 (10) 0 (8) 0 (5) 0 (1) 4 (3) 14 (3) 18 (4)

兵庫県 0 (10) 0 (8) 0 (5) 0 (1) 2 (6) 6 (12) 8 (11)

奈良県 0 (10) 0 (8) 0 (5) 0 (1) 1 (11) 1 (35) 2 (29)

和歌山県 0 (10) 0 (8) 0 (5) 0 (1) 0 (22) 0 (41) 0 (42)

鳥取県 0 (10) 0 (8) 0 (5) 0 (1) 0 (22) 2 (24) 2 (29)

島根県 0 (10) 0 (8) 0 (5) 0 (1) 0 (22) 0 (41) 0 (42)

岡山県 0 (10) 0 (8) 0 (5) 0 (1) 1 (11) 5 (14) 6 (15)

広島県 2 (1) 1 (1) 1 (1) 0 (1) 1 (11) 7 (8) 10 (9)

山口県 0 (10) 0 (8) 0 (5) 0 (1) 0 (22) 2 (24) 2 (29)

徳島県 0 (10) 0 (8) 0 (5) 0 (1) 0 (22) 0 (41) 0 (42)

香川県 0 (10) 0 (8) 0 (5) 0 (1) 0 (22) 2 (24) 2 (29)

愛媛県 0 (10) 0 (8) 0 (5) 0 (1) 1 (11) 1 (35) 2 (29)

高知県 0 (10) 0 (8) 0 (5) 0 (1) 0 (22) 2 (24) 2 (29)

福岡県 0 (10) 0 (8) 0 (5) 0 (1) 3 (5) 14 (3) 17 (5)

佐賀県 0 (10) 0 (8) 0 (5) 0 (1) 1 (11) 2 (24) 3 (24)

長崎県 0 (10) 0 (8) 0 (5) 0 (1) 2 (6) 0 (41) 2 (29)

熊本県 1 (3) 1 (1) 0 (5) 0 (1) 2 (6) 1 (35) 4 (22)

大分県 0 (10) 0 (8) 0 (5) 0 (1) 0 (22) 3 (22) 3 (24)

宮崎県 0 (10) 0 (8) 0 (5) 0 (1) 1 (11) 2 (24) 3 (24)

鹿児島県 0 (10) 0 (8) 0 (5) 0 (1) 0 (22) 3 (22) 3 (24)

沖縄県 0 (10) 0 (8) 0 (5) 0 (1) 5 (2) 1 (35) 6 (15)

計 11 7 4 0 47 219 277

注１：数値横のカッコ内は順位

注２：都道府県合計には、不明を含む

　　　 　　 区分

都道府県

バス タクシー トラック 合計
乗合 貸切 その他
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２．バスの事故 
 

（１） バスの事故件数、死傷事故件数の推移 

バス（事業用）による交通事故について、総件数は令和４年から増加に転じ、令和６年

は前年と比べて41件増加している。交通死亡事故件数は令和５年から増加に転じ、令和６

年は前年と比べて６件増加している。 

〔図 24〕 バスの事故件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
 

〔表 26〕 バスの事故件数の推移（件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※バス種別区分の乗合、貸切、その他の合計値 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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H27 1,772 1,604 151 17
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（２） バス事故のうち、同乗者の死傷事故件数 

運転者が第１当事者となったバス事故の業態別の同乗者の死傷事故件数は、以下の通り

であった。 

 

〔表 27〕 バス事故のうち、同乗者の死傷事故件数（件）（令和６年） 

 

 

 
 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

  

死亡 重傷 軽傷 合計

乗合 0 49 339 388

貸切 0 4 17 21

その他 0 0 0 0

計 0 53 356 409
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（３） バス事故の死傷者数の推移 

バス（事業用）による交通事故の重傷者数は近年増加傾向となっていたが、令和６年

は前年と比べて18人減少した。死者数は、令和６年は前年と比べて６人増加した。 

 

〔図 25〕 バス事故の死傷者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

〔表 28〕 バス事故の死傷者数の推移（人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※バス種別区分の乗合、貸切、その他の合計値 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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（４） バス事故のうち、同乗者の死傷者数 

運転者が第１当事者となったバス事故の業態別の同乗者の死傷者数は、以下の通りであ

った。 

 

〔表 29〕 バス事故のうち、同乗者の死傷者数（人）（令和６年） 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

  

死亡 重傷 軽傷 合計

乗合 0 49 395 444

貸切 0 4 35 39

その他 0 0 0 0

計 0 53 430 483
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２－１．乗合バスの交通事故 

（１） 乗合バスの交通事故件数、交通死傷事故件数の推移 

乗合バスによる交通事故件数は近年横ばいとなっており、令和６年は前年と比べて総件

数、軽傷事故件数は増加、重傷事故件数は減少した。また、交通死亡事故件数は前年と比

べて４件増加している。 

〔図 26〕 乗合バスの事故件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

〔表 30〕 乗合バスの事故件数の推移（件） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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R1 1,040 904 131 5

R2 813 708 96 9

R3 780 677 95 8

R4 803 710 91 2

R5 778 659 116 3

R6 860 751 102 7

総件数 軽傷事故 重傷事故 死亡事故



 

 

31 

（２） 乗合バス事故の死傷者数の推移 

乗合バスによる交通事故の重傷者数は、令和６年は前年と比べて16人減少した。死者

数は、令和６年は前年と比べて４人増加し、７人となっている。 

 

〔図 27〕 乗合バス事故の死傷者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

〔表 31〕 乗合バス事故の死傷者数の推移（人） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」  
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（３） 乗合バスの事故類型別交通事故件数の推移 

乗合バスの交通事故を事故の種類で類型化すると、他車との事故と単独事故が多く、

合計で約87％を占めている。また、単独事故のうち約76％が車内事故である。 

 

〔図 28〕 乗合バスの事故類型別交通事故件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

〔図 29〕 乗合バスの事故類型別交通事故件数の内訳の推移 

＜人との事故＞         ＜他車との事故＞        ＜単独事故＞ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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（４） 乗合バスの事故類型別交通死亡事故件数の推移 

乗合バスの交通死亡事故を事故の種類で類型化すると、人との事故が多い。令和６年

は人との事故が６件、他車との事故が１件であり、単独事故と列車との交通死亡事故は

発生しなかった。 

 

〔図 30〕 乗合バスの事故類型別交通死亡事故件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

（５） 乗合バスの事故類型別交通死亡事故件数の内訳（人との事故） 

人との交通死亡事故は、歩行者が横断中に発生する事故が最も多い。 

 

〔図 31〕 乗合バスの事故類型別交通死亡事故件数の内訳（人との事故） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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（６） 乗合バスの事故類型別交通死亡事故件数の内訳（他車との事故） 

乗合バスの交通死亡事故のうち他車との事故について、目立った特徴は見られない。 

 

〔表 32〕 乗合バスの事故類型別死亡事故件数の内訳（件）(他車との事故)   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

（７） 乗合バスの法令違反別の交通事故件数の割合 

乗合バスの交通事故の法令違反別では、「安全不確認」223件（25.9％）が最も多く、次

いで「運転操作」160件（18.6％）、「安全運転義務違反」112件（13.0％）、「動静不注

視」104件（12.1％）となっている。「運転操作」は車内事故発生の要因の一つと考えられ

る。 

 

〔図 32〕 乗合バスの法令違反別の交通事故件数の割合（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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（８） 乗合バスの行動類型別交通事故件数の割合 

乗合バスの交通事故をバスの動きで類型化すると、発進時と等速（直進）時が多く、

合計で約半数を占めている。 

 

〔図 33〕 乗合バスの行動類型別事故件数の割合（令和６年） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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（９） 乗合バスの事故類型別、衝突地点別交通事故件数 

乗合バスの事故類型別、衝突地点別交通事故件数と構成比をそれぞれ表33と図34に、交

通死亡事故件数と構成比をそれぞれ表34と図35に示す。第一通行帯での単独事故が最も多

く195件（22.7％）となっている。 
 
〔表 33〕 乗合バスの事故類型別、衝突地点別交通事故件数（件）（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

〔図 34〕乗合バスの事故類型別、衝突地点別交通事故件数の構成比（％）（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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〔表 34〕  乗合バスの事故類型別、衝突地点別交通死亡事故件数（件）（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

 

〔図 35〕乗合バスの事故類型別、衝突地点別交通死亡事故件数の構成比（％）（令和６年） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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（10） 乗合バスの事故類型別、行動類型別交通事故件数 

乗合バスの事故類型別、行動類型別交通事故件数と構成比をそれぞれ表35と図36に、交

通死亡事故件数と構成比をそれぞれ表36と図37に示す。発進時の単独事故が最も多く126

件（14.7％）となっている。 

 

〔表 35〕  乗合バスの事故類型別、行動類型別交通事故件数（件）（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

〔図 36〕  乗合バスの事故類型別、行動類型別交通事故件数の構成比（％）（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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〔表 36〕  乗合バスの事故類型別、行動類型別交通死亡事故件数（件）（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

〔図 37〕  乗合バスの事故類型別、行動類型別交通死亡事故件数の構成比（％）（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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（11） 乗合バスの行動類型別、車内事故件数の推移 

乗合バスの車内事故件数は近年増加傾向となっており、令和６年は280件で前年と比べ

て15件増加している。 

また、発生時のバスの動きで類型化すると、発進時が108件、直進時が75件、急停止が57

件となっており、合計で85％を超えている。 

 

〔表 37〕 乗合バスの行動類型別、車内事故件数の推移（件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

 

〔図 38〕 乗合バスの行動類型別、車内事故件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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（12） 乗合バスの車内事故による重傷者数の推移 

乗合バスの車内事故による重傷者数は、令和６年は前年と比べて２人減少している。 

 

〔図 39〕 乗合バスの車内事故による重傷者数の推移 

 

 

 

 

 
 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 
 

（13） 乗合バスの車内事故による重傷者数の男女別年齢分布 

乗合バスの車内事故による重傷者数は、80～84歳が男女ともに最も多くなっている。 

 

〔図 40〕 乗合バスの車内事故による重傷者数の男女別年齢分布（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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（14） 乗合バスの車内事故による男女別負傷者数の年齢分布 

乗合バスの車内事故による負傷者数は、女性は65歳以上の高齢者で約半数を占めている。

また、重傷者数は男女ともに高齢者が多い。なお、男性に比べて女性の総負傷者数が約2.8

倍となっている。 

 

〔図 41〕 乗合バスの車内事故による男女別年齢層別負傷者数（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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（15） 乗合バスの輸送人員1億人あたり及び走行距離１億キロあたり車内事故件数の推移 

乗合バスの輸送人員あたり及び走行距離あたりの車内事故件数は、令和６年は前年と比

べていずれも増加している。 

 

〔図 42〕  乗合バスの輸送人員１億人あたり及び走行距離１億キロあたり車内事故件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

国土交通省「自動車輸送統計調査」 

 

 

 〔表 38〕 乗合バスの車内事故件数、輸送人員及び走行距離の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

国土交通省「自動車輸送統計調査」 
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（16） 乗合バスの車内事故件数の事故種類別時間帯分布 

乗合バスの車内事故件数を時間帯別にみると、10時～19時台の時間帯に多く発生して

おり、全体の８割を占めている。 

 

〔表 39〕 乗合バス車内事故件数の事故種類別時間帯分布（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※運転者が負傷した事故を含む。 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

〔図 43〕 乗合バス車内事故件数の事故種類別時間帯分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」  
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（17） 乗合バスの車内事故による事故種類別負傷者数の年齢分布 

乗合バスの車内事故による負傷者数は65歳以上の高齢者が半数近くを占めている。ま

た、重傷者のうち65歳以上の高齢者は30人で約73％となっており、高齢者の比率の高さ

が顕著となっている。 

 

〔表 40〕 乗合バスの車内事故による事故種類別負傷者数の年齢分布（人）（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

〔図 44〕 乗合バスの車内事故による事故種類別負傷者数の年齢分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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２－２．貸切バスの交通事故 

（１） 貸切バスの交通事故件数、交通死傷事故件数の推移 

貸切バスの交通事故件数について、令和６年は前年と比べて総件数、軽傷事故件数、

重傷事故件数が減少した。また、交通死亡事故件数は前年と比べて２件増加し、４件と

なっている。 

〔図 45〕 貸切バスの事故件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

〔表 41〕 貸切バスの事故件数の推移（件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

   

 出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

317 302
276

308

234

95 92
118

206
163281 272

253
277

207

84 87 104

180
137

0

100

200

300

400

500

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

総件数 軽傷事故

（件）

区分

年

H27 317 281 33 3

H28 302 272 26 4

H29 276 253 20 3

H30 308 277 28 3

R1 234 207 18 9

R2 95 84 11 0

R3 92 87 4 1

R4 118 104 12 2

R5 206 180 24 2

R6 163 137 22 4

死亡事故総件数 軽傷事故 重傷事故

33

26

20

28

18

11

4

12

24
22

3
4

3 3
9

0 1

2 2
4

0

5

10

15

20

25

0

10

20

30

40

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

重傷事故 死亡事故

重傷事故（件） 死亡事故（件）



 

 

47 

（２） 貸切バス事故の死傷者数の推移 

貸切バスによる交通事故の死傷者数は、令和６年は前年と比べて軽傷者数、重傷者数

ともに減少した。死者数は、前年と比べて２人増加し、４人となっている。 

※平成28年は軽井沢スキーバス事故の影響により増加 

 

〔図 46〕 貸切バス事故の死傷者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

 

〔表 42〕 貸切バス事故の死傷者数の推移（人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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（３） 貸切バスの事故類型別交通事故件数の推移 

貸切バスの交通事故を事故の種類で類型化すると、他車との事故が多く、約81％を占

めている。他車との事故のうち、約39％が追突事故である。 

 

〔図 47〕 貸切バスの事故類型別交通事故件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

〔図 48〕 貸切バスの事故類型別交通事故件数の内訳（件） 

 

＜人との事故＞              ＜他車との事故＞                 ＜単独事故＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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（４） 貸切バスの事故類型別交通死亡事故件数の推移 

貸切バスの交通死亡事故件数は令和５年は２件であったが、令和６年は前年と比べて２

件増加し、４件であった。またそのうち３件は人との事故であった。 

 

〔図 49〕 貸切バスの事故類型別交通死亡事故件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

 

（５） 貸切バスの事故類型別交通死亡事故件数の内訳（他車との事故） 

貸切バスの交通死亡事故のうち他車との事故について、目立った特徴は見られない。 

 

〔表 43〕 貸切バスの事故類型別交通死亡事故件数の内訳の推移（件）（他車との事故） 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」  
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（６） 貸切バスの事故の法令違反別の交通事故件数の割合 

貸切バスの交通事故の法令違反別では、「安全不確認」54件（33.1％）が最も多く、

次いで「運転操作」23件（14.1％）、「動静不注視」18件（11.0％）、「脇見運転」15

件（9.2％）となっている。 

 

〔図 50〕 貸切バスの法令違反別の交通事故件数の割合（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」  
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車間距離不保持 5 件 3.1%

追越し禁止 0 件 0.0%

踏切不停止 0 件 0.0%

右折違反 0 件 0.0%

左折違反 0 件 0.0%

環状交差点違反 0 件 0.0%

優先通行妨害 1 件 0.6%

歩行者妨害等 7 件 4.3%

徐行違反 0 件 0.0%

一時不停止 0 件 0.0%

整備不良 0 件 0.0%

酒酔い運転 0 件 0.0%

薬物運転 0 件 0.0%

過労運転 0 件 0.0%

安全速度 2 件 1.2%

安全運転義務違反その他 4 件 2.5%

その他の違反 8 件 4.9%

不　明 0 件 0.0%

交差点安全進行 8 件 4.9%
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（７） 貸切バスの行動類型別交通事故件数の割合 

貸切バスの交通事故をバスの動きで類型化すると、等速（直進）時が最も多く36.8％

（60件）となっている。 

 

〔図 51〕 貸切バスの行動類型別交通事故件数の割合（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

  

行動類型 割合
発進 17 件 10.4%

加速（直進） 2 件 1.2%

等速（直進） 60 件 36.8%

減速（直進） 16 件 9.8%

追越し追抜き 1 件 0.6%

右に（進路変更） 9 件 5.5%

左に（進路変更） 5 件 3.1%

左折 17 件 10.4%

右折 13 件 8.0%

転回 0 件 0.0%

後退 18 件 11.0%

横断 0 件 0.0%

蛇行 0 件 0.0%

逆走 0 件 0.0%

急停止 1 件 0.6%

停止 3 件 1.8%

駐車（運転者在） 0 件 0.0%

その他 1 件 0.6%

件数

発進
10.4%

加速（直進）
1.2%

等速（直進）
36.8%

減速（直進）
9.8%

追越し追抜き
0.6%

右に（進路変更）
5.5%

左に（進路変更）
3.1%

左折
10.4%

右折
8.0%

後退
11.0%

急停止
0.6%

停止
1.8%

その他
0.6%

貸切バス

163件
100.0%
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（８） 貸切バスの事故類型別、衝突地点別交通事故件数 

貸切バスの事故類型別、衝突地点別交通事故件数と構成比をそれぞれ表44と図52に、交

通死亡事故件数と構成比をそれぞれ表45と図53に示す。第一通行帯での追突事故が最も多

く27件（16.6％）となっている。 
 

〔表 44〕 貸切バスの事故類型別、衝突地点別交通事故件数（件）（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 
〔図 52〕  貸切バスの事故類型別、衝突地点別交通事故件数の構成比（％）（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

  

正面衝突 追突 出会い頭 追抜追越時 すれ違い時 左折時 右折時 その他

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

2 0 3 0 0 1 0 0 1 2 0 9

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 1 27 0 2 3 1 3 12 4 0 54

0 0 14 0 4 0 0 0 7 4 0 29

0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

横断歩道 7 0 0 1 0 0 9 3 1 0 0 21

自転車横断帯 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

自転車道 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

自転車専用通行帯 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

交差点内その他 0 0 7 9 3 2 2 5 2 3 0 33

3 0 0 2 0 0 0 0 5 3 0 13

15 1 52 12 9 6 13 11 28 16 0 163合計
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）
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内

その他
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車両相互

車両単独 列車 合計
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自転車道

自転車専用通行帯

その他

その他

0.0%
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〔表 45〕  貸切バスの事故類型別、衝突地点別交通死亡事故件数（件）（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

 

〔図 53〕  貸切バスの事故類型別、衝突地点別交通死亡事故件数の構成比（％）（令和６年） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」  

正面衝突 追突 出会い頭 追抜追越時 すれ違い時 左折時 右折時 その他

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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横断歩道 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

自転車横断帯 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

自転車道 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

自転車専用通行帯 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 4
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（９） 貸切バスの事故類型別、行動類型別交通事故件数 

貸切バスの事故類型別、行動類型別交通事故件数と構成比をそれぞれ表46と図54に、交

通死亡事故件数と構成比をそれぞれ表47と図55に示す。等速直進時の追突事故が最も多く

28件（17.2％）となっている。 

 

〔表 46〕  貸切バスの事故類型別、行動類型事故件数（件）（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

〔図 54〕  貸切バスの事故類型別、行動類型別事故件数の構成比（％）（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」  

正面衝突 追突 出会い頭
追抜追越

時

すれ違い

時
左折時 右折時 その他

1 0 12 3 0 0 0 0 0 1 0 17

加速 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2

等速 2 1 28 6 3 5 1 2 5 7 0 60
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5 0 0 1 0 0 0 0 11 1 0 18

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0 3

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

15 1 52 12 9 6 13 11 28 16 0 163
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〔表 47〕  貸切バスの事故類型別、行動類型死亡事故件数（件）（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

〔図 55〕  貸切バスの事故類型別、行動類型別死亡事故件数の構成比（％）（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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（10） 貸切バスの危険認知速度別の交通事故件数 

貸切バスの危険認知速度別の交通事故件数は、10km/h以下で60件と最も多く発生して

おり、次いで10km/h超～20km/h以下で31件発生している。また、交通死亡事故の４件は、

10km/h以下で２件、10km/h超～20km/h以下で１件、30km/h超～40km/h以下で１件発生し

ている。 

 

〔図 56〕 貸切バスの危険認知速度別の交通事故件数（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

 

〔図 57〕 貸切バスの危険認知速度別の交通死亡事故件数（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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（11） 貸切バスの追突事故件数の危険認知速度別発生時間帯分布 

貸切バスの追突事故件数の危険認知速度別発生時間帯分布をみると、危険認知速度は

10km/h以下で最も多く16件発生しており、発生時間帯では14時～15時台の時間帯が最も

多く９件発生している。 

 

〔表 48〕 貸切バスの追突事故件数危険認知速度別発生時間帯分布（件）（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

〔図 58〕 貸切バスの追突事故件数の危険認知速度別発生時間帯分布（件）（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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３．タクシーの交通事故 

（１） タクシーの交通事故件数、交通死傷事故件数の推移 

タクシーの交通事故件数については、近年横ばいとなっており、令和６年は前年と比べ

て総件数、軽傷事故件数は減少し、重傷事故件数、死亡事故件数は増加した。 

 

〔図 59〕 タクシーの交通事故件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

〔表 49〕 タクシーの交通事故件数の推移（件） 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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（２） タクシー事故のうち、同乗者の死傷事故件数 

運転者が第１当事者となったタクシー事故の業態別の同乗者の死傷事故件数は、以下

の通りであった。 

 

〔表 50〕 タクシー事故のうち、同乗者の死傷事故件数（件）（令和６年） 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

  

死亡 重傷 軽傷 合計

法人 2 47 856 905

個人 1 5 33 39

その他乗用 0 0 3 3

計 3 52 892 947
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（３） タクシー事故の死傷者数の推移 

タクシー事故による重傷者数、死者数は近年は増加傾向となっており、令和６年は前

年と比べて重傷者数は12人、死者数は11人増加した。 

 

〔図 60〕 タクシー事故の死傷者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

 

〔表 51〕 タクシーの事故の死傷者数の推移（人） 

 

 

 

 

 
 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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（４） タクシー事故のうち、同乗者の死傷者数 

運転者が第１当事者となったタクシー事故の業態別の同乗者の死傷者数は、以下の通

りであった。 

 

〔表 52〕タクシー事故のうち、同乗者の死傷者数（人）（令和６年） 

 

 
 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

  

死亡 重傷 軽傷 合計

法人 2 53 1,063 1,118

個人 1 5 38 44

その他乗用 0 0 3 3

計 3 58 1,104 1,165
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（５） タクシーの行動類型別交通事故件数の割合 

タクシーの交通事故をタクシーの動きで類型化すると、等速（直進）時、右折時と発

進時が多く、合計で約59％を占めている。 

 

〔図 61〕 タクシーの行動類型別交通事故件数の割合（令和６年） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
  
 
 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

（６） タクシーの行動類型別交通死亡事故件数の割合 

タクシーの交通死亡事故をタクシーの動きで類型化すると、等速（直進）時が多く、

約77％を占めている。 

 

〔図 62〕 タクシーの行動類型別交通死亡事故件数の割合(令和６年） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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（７） タクシーの事故類型別交通事故件数の推移 

タクシーの交通事故を事故の種類で類型化すると、他車との事故が最も多く5,777件と

なっており、約72％を占めている。他車との事故のうち、追突事故が最も多く、次いで

出会い頭衝突となっている。 

〔図 63〕 タクシーの事故類型別交通事故件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

 

〔図 64〕 タクシーの事故類型別交通事故件数の内訳の推移 

 

＜人との事故＞          ＜他車との事故＞          ＜単独事故＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」  
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（８） タクシーの事故類型別交通死亡事故件数の推移 

タクシーの交通死亡事故を事故の種類で類型化すると、人との事故が34件、他車との

事故が９件となっている。人との事故のうち、路上横臥中の事故が18件で最も多い｡ 

 

〔図 65〕 タクシーの事故類型別交通死亡事故件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

〔図 66〕 タクシーの事故類型別交通死亡事故件数の内訳の推移 
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出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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（９） タクシーの法令違反別の交通事故件数の割合 

タクシーの交通事故の法令違反別では、「安全不確認」3,242件（40.2％）が最も多く、

次いで「交差点安全進行」748件（ 9.3％）、「脇見運転」713件（8.9％）となっている。 

 

〔図 67〕 タクシーの法令違反別事故件数の割合（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

（10） タクシーの法令違反別の交通死亡事故件数の割合 

タクシーの交通死亡事故の法令違反別では、「脇見運転」11件（23.4％）が最も多

く、次いで「安全不確認」９件（19.1％）、「漫然運転」７件（14.9％）となってい

る。 

 

〔図 68〕 タクシーの法令違反別死亡事故件数の割合（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」  
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（11） タクシーの交通事故件数（空車時、実車時） 

タクシーの交通事故件数（空車時、実車時）は、空車時が実車時と比べて多く発生し

ている。令和６年は前年と比べて空車時、実車時ともに減少している。 

 

〔図 69〕 タクシーの事故件数（空車時、実車時）の推移 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

※（ ）内の数字は空車時と実車時を合わせた事故件数，単位は件 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

（12） タクシーの走行距離１億キロあたりの交通事故件数（空車時、実車時） 

タクシーの走行距離１億キロあたりの交通事故件数（空車時、実車時）は、空車時が

実車時と比べて多く発生している。令和６年は前年と比べて空車時は増加したが、実車

時は減少している。 

 

〔図 70〕 タクシーの走行距離１億キロあたりの交通事故件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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（13） タクシーの事故類型別、衝突地点別交通事故件数 

タクシーの事故類型別、衝突地点別交通事故件数と構成比をそれぞれ表53と図71に、交

通死亡事故件数と構成比をそれぞれ表54と図72に示す。交通事故件数については、交差点

内（その他）での出会い頭事故が最も多く1,086件（13.5％）、交通死亡事故件数について

は、第一通行帯での人対車両事故が最も多く13件（27.7％）となっている。 

 

〔表 53〕 タクシーの事故類型別、衝突地点別交通事故件数（件）（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

〔図 71〕  タクシーの事故類型別、衝突地点別事故件数の構成比（％）（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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〔表 54〕  タクシーの事故類型別、衝突地点別交通死亡事故件数（件）（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

〔図 72〕タクシーの事故類型別、衝突地点別交通死亡事故件数の構成比（％）（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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（14） タクシーの事故類型別、行動類型別交通事故件数 

タクシーの事故類型別、行動類型別交通事故件数と構成比をそれぞれ表55と図73に、交

通死亡事故件数と構成比をそれぞれ表56と図74に示す。交通事故件数については、等速直

進時の追突事故が最も多く686件（8.5％）、交通死亡事故件数については、等速直進時の

人対車両事故が最も多く29件（61.7％）となっている。 

 

〔表 55〕  タクシーの事故類型別、行動類型別交通事故件数（件）（令和６年） 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
 
〔図 73〕  タクシーの事故類型別、行動類型別交通事故件数の構成比（％）（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」  
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〔表 56〕  タクシーの事故類型別、行動類型別交通死亡事故件数（件）（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

〔図 74〕タクシーの事故類型別、行動類型別交通死亡事故件数の構成比（％）（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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（15） 管轄運輸支局別のタクシーの出会い頭事故件数 

 

〔表 57〕  タクシーの運輸支局別、出会い頭事故件数（件）（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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（16） タクシーの事故の相手方の割合の推移（空車時、実車時） 

タクシーの交通事故のうち、実車時に多く見られる単独の事故は、空車時にはほぼ見

られない。また、実車時の単独の事故の割合が緩やかに増加傾向となっている。 

 

〔図 75〕  タクシーの事故の相手方の割合の推移 

＜空車時＞                   ＜実車時＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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４．トラックの交通事故 

（１） トラックの交通事故件数、交通死傷事故件数の推移 

トラックの交通事故件数について、総件数、軽傷事故件数は近年横ばいとなってお

り、令和６年は前年に比べて減少した。重傷事故件数と交通死亡事故件数も令和６年

は前年と比べて減少した。 

〔図 76〕  トラックの交通事故件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

〔表 58〕 トラックの交通事故件数の推移（件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」  
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H27 19,825 18,185 1,307 333
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H29 17,986 16,407 1,289 290

H30 17,396 15,861 1,269 266

R1 15,606 14,118 1,223 265
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R3 14,031 12,601 1,209 221
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（２） トラック事故の死傷者数の推移 

トラック事故による重傷者数、死者数は近年横ばいとなっており、令和６年は前年と比

べて重傷者数、死者数ともに減少した。 

 

〔図 77〕  トラック事故の死傷者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

 

〔表 59〕 トラック事故の死傷者数の推移（人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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H27 25,996 24,253 1,406 337

H28 23,689 22,081 1,321 287

H29 23,218 21,528 1,391 299

H30 22,364 20,720 1,371 273

R1 19,928 18,339 1,318 271
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（３） トラックの行動類型別交通事故件数の割合 

トラックの交通事故をトラックの動きで類型化すると、等速（直進）時が最も多く5,497

件となっており、40％を超えている。 

 

〔図 78〕  トラックの行動類型別交通事故件数の割合（令和６年） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

 

（４） トラックの行動類型別交通死亡事故件数の割合 

トラックの交通死亡事故をトラックの動きで類型化すると、等速（直進）時が最も多く137

件となっており、約63％となっている。 

 

〔図 79〕  トラックの行動類型別交通死亡事故件数の割合（令和６年） 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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76 

（５） トラックの事故類型別交通事故件数の推移 

トラックの交通事故を事故の種類で類型化すると、他車との事故が最も多く12,142件

となっており、約90％を占めている。また、他車との事故のうち約45％が追突事故とな

っている。 

 

〔図 80〕トラックの事故類型別交通事故件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

〔図 81〕トラックの事故類型別交通事故件数の内訳の推移 
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出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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（６） トラックの事故類型別交通死亡事故件数の推移 

トラックの交通死亡事故を事故の種類で類型化すると、他車との事故が最も多く107件、

人との事故が89件となっており、合計で約90％を占めている。また、トラックの交通死亡

事故の中では横断中の人との事故が最も多く、50件（22.8％）となっている。 

 

〔図 82〕  トラックの事故類型別交通死亡事故件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

〔図 83〕  トラックの事故類型別交通死亡事故件数の内訳の推移 
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出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」  
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（７） トラックの法令違反別の交通事故件数の割合 

トラックの交通事故の法令違反別では、「安全不確認」4,204件（31.0％）が最も多く、

次いで「脇見運転」2,047件（15.1％）、「動静不注視」1,639件（12.1％）となっており、合

計で約58％となっている。 

 

〔図 84〕  トラックの法令違反別の交通事故件数の割合（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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左折違反 85件 0.6%

環状交差点違反 0件 0.0%

優先通行妨害 232件 1.7%

歩行者妨害等 382件 2.8%

徐行違反 99件 0.7%

一時不停止 317件 2.3%

整備不良 5件 0.0%

酒酔い運転 2件 0.0%
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その他の違反 419件 3.1%

不　明 18件 0.1%
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（８） トラックの法令違反別の交通死亡事故件数の割合 

トラックの交通死亡事故の法令違反別では、「漫然運転」42件（19.2％）が最も多

く、次いで「安全不確認」40件（18.3％）、「脇見運転」32件（14.6％）となってお

り、合計で約半数を超えている。 

 

〔図 85〕  トラックの法令違反別の交通死亡事故件数の割合（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」  
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（９） トラックの事故類型別、衝突地点別交通事故件数 

トラックの事故類型別、衝突地点別交通事故件数と構成比をそれぞれ表60と図86に、交

通死亡事故件数と構成比をそれぞれ表61と図87に示す。交通事故件数については、第一通

行帯での追突事故が最も多く2,874件（21.2％）、交通死亡事故件数については、第一通行

帯での人対車両事故が最も多く37件（16.9％）となっている。 

 

〔表 60〕 トラックの事故類型別、衝突地点別交通事故件数（件）（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 
〔図 86〕  トラックの事故類型別、衝突地点別交通事故件数の構成比（％）（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」  
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0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1
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〔表 61〕  トラックの事故類型別、衝突地点別交通死亡事故件数（件）（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

 

〔図 87〕トラックの事故類型別、衝突地点別交通死亡事故件数の構成比（％）（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」  

正面衝突 追突 出会い頭
追抜追越

時

すれ違い

時
左折時 右折時 その他
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（10） トラックの事故類型別、行動類型別交通事故件数 

トラックの事故類型別、行動類型別交通事故件数と構成比をそれぞれ表62と図88に、交

通死亡事故件数と構成比をそれぞれ表63と図89に示す。交通事故件数は、等速直進時の追

突事故が最も多く3,349件（24.7％）、交通死亡事故件数は、等速直進時の人対車両事故が

最も多く65件（29.7％）となっている。 
 

〔表 62〕  トラックの事故類型別、行動類型別交通事故件数（件）（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

〔図 88〕  トラックの事故類型別、行動類型別交通事故件数の構成比（％）（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

正面衝突 追突 出会い頭 追抜追越時 すれ違い時 左折時 右折時 その他
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〔表 63〕 トラックの事故類型別、行動類型別交通死亡事故件数（件）（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

 

〔図 89〕トラックの事故類型別、行動類型別交通死亡事故件数の構成比（％）（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

正面衝突 追突 出会い頭 追抜追越時 すれ違い時 左折時 右折時 その他
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（11） トラックの高速道路における交通事故のうち死亡・重傷事故の件数の推移 

トラックの高速道路における令和６年の交通死亡事故は42件で前年と同数、重傷事故

は98件で前年より１件増加した。 

 

〔図 90〕トラックの高速道路における交通事故のうち死亡・重傷事故の件数の推移 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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(12） トラックの追突事故件数、追突死亡事故件数の危険認知速度別発生時間帯分布 

時間帯別危険認知速度別追突事故件数をみると、時間帯は８時～９時台が最も多く929件

（17.1％）、次いで10時～11時台が848件(15.6％)となっている。危険認知速度は10km/h以

下が最も多く1,340件（24.6％）、次いで30km/h超～40km/h以下が983件（18.1％）となって

いる。追突死亡事故件数は、時間帯は６時～７時台と８時～９時台が６件（15.8％）と最も

多く、速度は70km/h超～80km/h以下が14件（36.8％）と最も多くなっており、追突死亡事

故における危険認知速度が高めとなっている。 

 

〔表 64〕  トラックの追突事故件数の危険認知速度別発生時間帯分布（件）（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

〔図 91〕  トラックの追突事故件数の危険認知速度別発生時間帯分布（令和６年） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」  
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〔表 65〕  トラックの追突死亡事故件数の危険認知速度別発生時間帯分布（件）（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

〔図 92〕  トラックの追突死亡事故件数の危険認知速度別発生時間帯分布（令和６年） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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トラックの追突事故において、追突死亡事故は追突事故全体に比べて危険認知速度が高

速側に分布している。 

 

〔図 93〕  トラックの危険認知速度別の追突事故件数（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

 

〔図 94〕  トラックの危険認知速度別の追突死亡事故件数（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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（13） トラックの車両総重量別の交通事故件数の推移 

① 交通事故件数 

トラックの交通事故件数の推移を車両総重量別にみると、８トン未満、８トン以上ともに

横ばいとなっているが、８トン以上は令和４年より10％以上減少している。 

 

〔図 95〕  トラックの車両総重量別交通事故件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

 

〔表 66〕  車両総重量別交通事故件数の推移（件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

※合計は車両総重量不明を除く 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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交通事故件数

うち20t以上

H27 12,417 6,346 4,802 18,763

H28 11,667 5,734 4,450 17,401

H29 11,361 5,696 4,393 17,057

H30 10,969 5,449 4,220 16,418

R1 9,902 4,789 3,751 14,691

R2 8,707 4,008 3,095 12,715

R3 9,009 4,113 3,223 13,122

R4 9,115 4,213 3,329 13,328

R5 9,102 4,093 3,248 13,195

R6 8,784 3,770 3,022 12,554

　　　区分

年
8t未満 8t以上 合計
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② 死亡事故件数 

トラックの交通死亡事故件数の推移を車両総重量別にみると、令和６年は前年に比べ８

トン未満は減少し、８トン以上は増加している。 

 

〔図 96〕  トラックの車両総重量別交通死亡事故件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

 

〔表 67〕  車両総重量別交通死亡事故件数の推移（件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※合計は車両総重量不明を除く 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

  

交通死亡事故件数

うち20t以上
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H28 119 150 119 269

H29 129 152 126 281

H30 116 142 119 258

R1 111 143 118 254

R2 102 121 97 223
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R5 97 118 100 215

R6 88 123 97 211

　　　区分

年
8t未満 8t以上 合計
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③ 重傷事故件数 

トラックの重傷事故件数の推移を車両総重量別にみると、８トン未満が多くなってい

る。令和６年は前年に比べ８トン未満、８トン以上、ともに減少している。 

 

〔図 97〕  トラックの車両総重量別重傷事故件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

 

 

〔表 68〕  車両総重量別重傷事故件数の推移（件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※合計は車両総重量不明を除く 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 
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H27 748 488 371 1,236

H28 722 473 368 1,195

H29 725 494 393 1,219

H30 700 509 401 1,209

R1 731 431 324 1,162

R2 626 378 308 1,004

R3 715 419 332 1,134

R4 702 383 302 1,085

R5 735 431 346 1,166

R6 714 369 308 1,083

　　　区分

年
8t未満 8t以上 合計
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（14） トラックの車両総重量別車両数あたりの交通事故発生率 

① 交通事故発生率 

トラックの車両総重量別車両数あたりの交通事故発生率は、７トン～８トン未満が最も

高くなっている。 

 

〔図 98〕  トラックの車両総重量別車両数あたり交通事故発生率（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※軽トラックを除く 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

（一財）自動車検査登録情報協会「自動車保有車両数統計書」 

 

〔表 69〕  トラックの車両総重量別車両数あたり交通事故件数、車両数、発生率（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※軽トラックを除く 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

（一財）自動車検査登録情報協会「自動車保有車両数統計書」 

  

0.391 

0.550 

0.797 0.720 

0.884 
1.008 

1.093 

0.566 0.568 

0.000

0.500

1.000

1.500

2.000

2t未満 2t～3t未満 3t～4t未満 4t～5t未満 5t～6t未満 6t～7t未満 7t～8t未満 8t以上 20t以上

（8t以上のうち）

（％）

事故件数（件） 車両数（事業用）（両） 発生率

36 9,208 0.391%

64 11,636 0.550%

315 39,547 0.797%

744 103,302 0.720%

567 64,158 0.884%

476 47,207 1.008%

2,544 232,842 1.093%

　　  8t以上 3,770 665,664 0.566%

うち20t以上 3,022 532,419 0.568%

8,516 1,173,564

5t～6t未満

　　 2t未満

2t～3t未満

3t～4t未満

4t～5t未満

6t～7t未満

7t～8t未満
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② 死亡事故発生率 

トラックの車両総重量別車両数あたりの交通死亡事故発生率は、７トン～８トン未満が

最も高くなっている。 

 

〔図 99〕  トラックの車両総重量別車両数あたり死亡事故発生率（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

※軽トラックを除く 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

（一財）自動車検査登録情報協会「自動車保有車両数統計書」 

 

 

〔表 70〕トラックの車両総重量別車両数あたり死亡事故件数、車両数、発生率（令和６年） 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

※軽トラックを除く 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

（一財）自動車検査登録情報協会「自動車保有車両数統計書」 
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（8t以上のうち）

（％）

死亡事故件数 車両数（事業用）（両） 発生率

1 9,208 0.011%

0 11,636 0.000%

6 39,547 0.015%

7 103,302 0.007%

8 64,158 0.012%

6 47,207 0.013%

46 232,842 0.020%

　　  8t以上 123 665,664 0.018%

うち20t以上 97 532,419 0.018%

197 1,173,564

5t～6t未満

　　 2t未満

2t～3t未満

3t～4t未満

4t～5t未満

6t～7t未満

7t～8t未満
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③ 重傷事故発生率 

トラックの車両総重量別車両数あたりの重傷事故発生率は、７トン～８トン未満が最も

高くなっている。 

 

〔図 100〕  トラックの車両総重量別車両数あたり重傷事故発生率（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※軽トラックを除く 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

（一財）自動車検査登録情報協会「自動車保有車両数統計書」 

 

〔表 71〕トラックの車両総重量別車両数あたり重傷事故件数、車両数、発生率（令和６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※軽トラックを除く 

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 

（一財）自動車検査登録情報協会「自動車保有車両数統計書」  

重傷事故件数 車両数（事業用）（両） 発生率

5 9,208 0.054%

8 11,636 0.069%

29 39,547 0.073%

63 103,302 0.061%

31 64,158 0.048%

40 47,207 0.085%

242 232,842 0.104%

　　  8t以上 369 665,664 0.055%

うち20t以上 308 532,419 0.058%

787 1,173,564
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（8t以上のうち）

（％）
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５．まとめ 

令和６年中に全国で発生した事業用自動車の交通事故件数は 22,623 件で、そのうち交通死亡

事故件数は 277 件、死者数は 286 人であり、前年と比べて交通事故件数は減少したが、交通死

亡事故件数、死者数は増加している。 

 

○乗合バス 

乗合バスの交通事故件数は横ばいとなっていたが、令和６年は 860 件と、前年と比べて 82 件

増加している。 

・「他車との事故」や「単独事故」が多く、合計で 745 件と約 87％を占めている。また、「単独

事故」のうち約 76％が「車内事故」である。 

・乗合バスの交通事故の中で最も多い「車内事故」280 件のうち、108 件が「発進時」、75 件が

「直進（加速、等速、減速）時」、57 件が「急停止時」に発生している。また、「車内事故」

による負傷者は 297 人で、高齢者（65 歳以上）が 138 人で半数近くを占めている。なお、男

性に比べて女性の負傷者数は 2.8 倍となっている（男性 78 人、女性 219 人）。 

 

また、乗合バスの交通死亡事故件数は、令和６年は７件と、前年と比べて４件増加している。

内訳は、「人との事故」が６件、「他車との事故」が１件である。 

 

○貸切バス 

貸切バスの交通事故件数は令和５年に増加したが、令和６年は 163 件と、前年と比べて 43 件

減少した。 

・「他車との事故」が多く、132 件で約 81％を占めている。このうち、約 39％が「追突事故」で

ある。 

・貸切バスの交通事故の中で最も多い「追突事故」52 件のうち、「第一通行帯」での発生が 27

件、「第二通行帯以上」での発生が 14 件となっている。 

 

また、貸切バスの交通死亡事故は、令和５年は２件であったが、令和６年は４件で、「人との

事故」３件、「他車との事故」１件となっている。 

 

○タクシー 

タクシーの交通事故件数は横ばいとなっており、令和６年は 8,056 件と、前年と比べて 391

件減少した。 

・「他車との事故」が多く、5,777 件と約 72％となっている。このうち、約 26％が「追突事故」、

約 25％が「出会い頭衝突」である。 

・タクシーの交通事故の中で最も多い「追突事故」1,486 件のうち、「第一通行帯」での発生が
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710 件となっている。 

・なお、タクシーの交通事故のうち、6,094 件（75.6％）が空車時に発生している。 

 

また、タクシーの交通死亡事故件数は近年増加傾向となっており、令和６年は 47 件と、前年

と比べて 11 件増加している。そのうち、「人との事故」が 34 件、「他車との事故」が９件とな

っている。また、「路上横臥中」での発生が 18 件となっている。 

 

○トラック 

トラックの交通事故は横ばいとなっており、令和６年は 13,540 件と、前年と比べて 633 件減

少している。 

・「他車との事故」が多く、12,142 件と約 90％を占めている。このうち、約 45％が「追突事故」

である。 

・トラックの交通事故の中で最も多い「追突事故」を発生時間帯で分類すると、６時～17 時台

が 4,347 件と約 80％を占めており、このうち８時～９時台が 929 件と最多になっている。ま

た、危険認知速度で分類すると、10km/h 以下の低速が 1,340 件と約 25％、30km/h 超～40km/h

以下の中速が 983 件と約 18％を占めている。発生地点で分類すると、「第一通行帯」での発

生が 2,874 件と約 53％を占めている。 

 

また、トラックの交通死亡事故は近年横ばいとなっている。 

・「人との事故」や「他車との事故」が多く、合計で 196 件と約 90％を占めている。 

・「他車との事故」のうち、「追突」が 38 件、「すれ違い時衝突、左折時衝突、右折時衝突」が

30 件、「出会い頭衝突」が 20 件、となっている。 

・「人との事故」を発生地点で分類すると、「第一通行帯」での発生が 37 件、「交差点内」での

発生が 34 件となっている。 

 

また、飲酒運転による事業用自動車の交通事故は、令和５年に増加したが、令和６年は 37 件

と、前年と比べて 11 件減少した。なお、令和６年はトラックが 35 件、タクシーが２件であり、

バスは０件となっている。 


